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34 回目を迎えたが、開催史上初めて 600 名を超える参加があり、オバマ政権の科学技術政策
に対する高い関心が窺われた。











国の研究開発投資を GDP 比 2.66% から 3% 以上に増加させる方針が出されており、これは





























 FY 2009 R&D Appropriations (as of 2/09 excl. stimulus)
Percent Change from FY 2008 (as of FEBRUARY '09)
Source: AAAS estimates of R&D in the FY 2009 omnibus / continuing resolution.   Excludes supplemental (stimulus) appropriations in ARRA (P.L. 111-5).












2009 年 4 月 30 日から 5 月 1 日に
かけて、全米科学振興協会※ 1）（The 





















































注1：例年、フォーラム前に公表される 2010 年度（2009 年 10 月～ 2010 年 9 月）の予算案の公表が遅れた。
科 学 技 術 動 向　2009年 7月号
20
2  基調講演
　AAAS 会長 Peter Agre 氏から、
基調講演者の John P. Holdren 氏に
ついて以下のような紹介があり、
大きな拍手で迎えられた。
　J.Holdren 氏は 2006 年 2 月から






























の投資を現在の GDP 比 2.66% から
3% 以上に増加させると誓約した。
これは 1964 年の宇宙開発競争時代
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※ 2　STEM 基礎教育プログラム：オバマ政権下で推進されている科学教育プログラムであり、Science, 

















　図表 2 は 2009 年度の景気刺激策
を反映させた予算分配状況である。
図表 2　米国の 2009 年度予算分配表（景気刺激策含む）
出典：Albert H.Teich 氏講演スライド

















 FY 2009 R&D Appropriations (as of 2/09 excl. stimulus)
Percent Change from FY 2008 (as of FEBRUARY '09)
Source: AAAS estimates of R&D in the FY 2009 omnibus / continuing resolution.
Excludes supplemental (stimulus) appropriations in ARRA (P.L. 111-5).
DOD "S&T" = DOD R&D in "6.1" through "6.3" categories plus medical research. 






















































































































































































レクター）は、2007 EPA MSAT 









































































































































































（補足2）2009 年 5 月 7 日、2010 年











































































vation Program と Manufactur-
ing Extention Partnership）17）
　そのほか、国立衛生研究所（NIH）
は 1.4％増の 308.38 億ドル、航空宇




2）　横尾淑子、「AAAS 科学技術政策フォーラム報告」、科学技術動向 No.87、2008 年 6 月
3）　光盛史郎、「AAAS 科学技術政策フォーラム報告」、科学技術動向 No.75、2007 年 6 月
4）　浦島邦子、「AAAS 科学技術政策年次フォーラム報告」、科学技術動向 No.63、2006 年 6 月
5）　大統領府科学技術政策局（Office of Science & Technology Policy：OSTP）のサイト：http://www.ostp.gov/
6）　COP15 のサイト：http://en.cop15.dk/
7）　OSTP 発表資料：Science, Technology, Engineering and Mathematics（STEM）Education in the 2010 Budget：
http://www.ostp.gov/galleries/budget/stem.pdf





11）　米国気候変動科学プログラム（Climate Change Science Program：CCSP）のサイト：
http://www.climatescience.gov/default.php
12）　http://www.epa.gov/otaq/toxics.htm
13）　Vanier Canada Graduate Scholarships のサイト
http://www.vanier.gc.ca/nr-co/nr-co-20090430-eng.shtml
14）　http://www.postcarbon.org/green_new_deal
15）　米国の科学政策（Science Policy in the U.S.A.）の「2010 年度予算論議」のサイト：
http://homepage1.nifty.com/bicycletour/sci-ron.2010budget.htm
16）　国際熱核融合実験炉（ITER）のサイト：http://www.naka.jaea.go.jp/ITER/index.html








University  Social Responsibility）などに関心を持つ。
http: ／／www.nistep.go.jp ／ index ─ j.html
